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問1 スーパーマーケットの店内の様子について、正しい説明はどれですか？
1. レジの付近には何も置かないように
決まっている

2. 食料品は売っているが、日用品は全
く置いていない

3. 魚や野菜、日用品などが種類ごとに
分けて陳列されている

4. 全ての品物がランダムに置かれてい
る

問2 農家の人たちが、自分で作った野菜やくだものを、買う人に直接（ちょくせつ）売るために開いている施設を何といいますか。
1. 直売所（ちょくばいじょ） 2. 青果市場（せいかいちば） 3. デパート 4. スーパーマーケット

問3 鉛筆（えんぴつ）を作るために、木材といっしょに使われる原料は何でしょう。
1. 石油 2. 砂 3. 布 4. 黒鉛（こくえん）

問4 インターネットなどで注文された製品を、日本全国の消費者に届けることができるようになった一番の理由はなぜでしょうか？
1. 遠くまで製品を運ぶための輸送手段
が発達したから

2. どこの町にも、必ず大きな工場があ
るようになったから

3. 工場で作る製品の数が、以前よりも
減ったから

4. すべての人が、自分の住む市内で作
られたものしか買わなくなったから

問5 週末に家族みんなで車に乗って出かけ、食事や買い物を一日中楽しむことができる、広い敷地を持つ大型の商業施設を何と呼びますか。
1. 地域の八百屋さん 2. ショッピングセンター 3. 通学路にあるコンビニ 4. 駅前の小さな商店街

問6 農家でとれた野菜は、どうして一度「青果市場」のような場所に集められるのでしょうか。その理由として正しいものはどれですか。
1. 野菜をトラックに乗せかえるためだ
けに使うため

2. 多くの野菜を効率よく全国のお店に
配るため 3. 野菜を洗ってきれいにするため

4. 野菜を長い間保存して値段を上げる
ため

問7 農家でとれた野菜や果物は、スーパーマーケットなどの店に並ぶ前に、一度どこへ集められることが多いでしょうか。
1. 工場 2. 遊園地 3. 青果市場 4. 銀行

問8 農家がお店に常駐することなく、野菜を置いておき、買う人が自分で代金を入れて商品を受け取る仕組みの販売所は何といいますか。
1. スーパーマーケット 2. 市の青果市場 3. 農業協同組合の直売所 4. むじんはんばい所

問9 スーパーマーケットについて調べる時、お店の工夫を理解するために最も大切なことは何ですか。
1. 売り場の広さや品物の種類だけを調
べる

2. 品物の種類だけでなく、働いている
人の工夫やお客さんの様子を調べる

3. お店の売り上げの金額だけを調べる 4. 近くにある他の店の情報を調べる

問10 棒グラフで、たて軸に「目盛り」を正しく書くために一番大切なことは何ですか。

1. 目盛りはすべて１ずつ書く 2. 一番大きい数字がグラフの中におさ
まるように目盛りを決める

3. 目盛りは書かなくても数字だけ書く 4. 縦軸はできるだけ短く書く

問11 食品工場で、仕事が忙しくて時間が足りないときでも、決して省略してはいけないことは何ですか？
1. 工場の中での挨拶 2. 衛生管理のための作業 3. 工場の宣伝活動 4. 休憩時間の延長

問12 駅のまわりなどに、肉屋さんや魚屋さんなど、いろいろな専門店が集まっている場所を何といいますか。
1. 商店街 2. 工場 3. コンビニエンスストア 4. ショッピングモール

問13 スーパーマーケットが、駐車場を広くしたり、お店の入り口に季節の品物を置いたりする主な目的は何でしょうか。
1. お客さんが買い物に来やすく、買い
物をしやすくするため

2. 働いている人の休憩場所を広くする
ため

3. お店の建物をかっこよく見せるため 4. 近所の人に騒音で迷惑をかけないよ
うにするため

問14 広い地域からたくさんの野菜を集め、それらを仕入れる業者にまとめて売る役割をもつ施設はどれですか。
1. 農業協同組合の直売所 2. 市の青果市場 3. むじんはんばい所 4. スーパーマーケット

問15 食品工場で、製品をきれいな状態のままお店に届けるために、一番最後に行われる大切な作業は何ですか。
1. 原料の準備 2. 混ぜ合わせる 3. 包装する 4. 加熱する

問16 スーパーマーケットで、お店に並べる商品を業者から買い入れる仕事を何といいますか。
1. 仕入れ 2. 品出し 3. 宣伝 4. レジ打ち

問17 スーパーマーケットで、牛乳パックや食品トレーをお客さんから集めるのはなぜですか。
1. 新しい製品の原料にして、資源を有
効につかうため 2. 売れ残った商品を、安く売るため

3. お店の場所を広くして、買い物をし
やすくするため

4. ごみを増やして、ごみ処理の場所を
増やすため
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答え合わせ・解説　No.2

問1 答え 3
魚や野菜、日用品などが種類ごとに分けて陳列
されている

スーパーマーケットでは、魚や野菜といった生鮮食品のほか、パンや惣菜などの加工食品、
さらに洗剤などの日用品まで、さまざまな品物が分類されて陳列されています。特にレジの
近くには、特売品や大きな物が置かれるなど、買い物客の動きを考えた配置がなされていま
す。

問2 答え 1
直売所（ちょくばいじょ）

直売所は、地元の農家が自分で育てた野菜やくだものを持ちより、消費者に直接売る場所で
す。新鮮な野菜などが安く手に入り、作った人の顔が見えるので安心して買うことができま
す。

問3 答え 4
黒鉛（こくえん）

鉛筆は、外側の部分は木材でできていますが、文字を書く中心の部分には「黒鉛」という鉱
物が使われています。このように、一つの製品でも、それぞれの部品の役割に合わせて別の
原料が組み合わされています。

問4 答え 1
遠くまで製品を運ぶための輸送手段が発達した
から

以前は工場で作った場所の近くで売ることが中心でしたが、トラックによる輸送が発達した
ことで、遠く離れた場所や、インターネットで注文した人の家へ直接届けることが可能にな
りました。

問5 答え 2
ショッピングセンター

ショッピングセンターは、多くの店や飲食店が集まっているため、ただ買い物をするだけで
なく、食事をしたり遊んだりして一日を楽しく過ごせる場所です。そのため、車で少し遠く
からでも家族で訪れる人が多いという特徴があります。

問6 答え 2
多くの野菜を効率よく全国のお店に配るため

もし市場がなければ、農家はバラバラにたくさんのお店へ直接野菜を運ばなければならず、
大変な手間がかかります。市場があることで、多くの野菜を一度に仕分けし、スーパーや八
百屋さんへスムーズに届けることができるようになります。

問7 答え 3
青果市場

農家が収穫した作物は、まず青果市場や卸売市場に集められます。市場は、そこから全国の
スーパーマーケットや八百屋さんへ作物を届けるための大切な中継地点であり、流通の拠点
としての役割を果たしています。

問8 答え 4
むじんはんばい所

むじんはんばい所は、販売する人がずっとそこにいなくても営業できる仕組みです。農家の
すぐ近くにあることが多く、新鮮な野菜を気軽に買うことができます。

問9 答え 2
品物の種類だけでなく、働いている人の工夫や
お客さんの様子を調べる

スーパーマーケットがどのような工夫をしているのかを知るには、目に見える売り場の広さ
や品物だけでなく、働く人がどのようなことに気を配っているか、お客さんが買い物をしや
すいようにどんな仕掛けがあるかなど、広い視点で調べることが大切だからです。

問10 答え 2
一番大きい数字がグラフの中におさまるように
目盛りを決める

グラフは、調べたデータがどのくらいの大きさなのかを正しく見せることが目的です。一番
大きな数字がはみ出してしまうと正確な比較ができなくなるため、すべてのデータがグラフ
の中にきちんと入るように目盛りを設定する必要があります。

問11 答え 2
衛生管理のための作業

食品工場で最も優先されるべきは、製品の安全を守ることです。たとえ仕事が忙しくても、
食中毒や異物混入を防ぐための手洗いや清潔な服装といった衛生管理をおろそかにすると、
安全な食品を作ることができなくなってしまうため、どんなときも必ず守らなければなりま
せん。

問12 答え 1
商店街

専門店がひとつの場所に集まることで、買い物をしやすくした地域を商店街と呼びます。お
店が並んでいるため、新鮮な食材やこだわりの品物を一度に見て選ぶことができるのが特徴
です。

問13 答え 1
お客さんが買い物に来やすく、買い物をしやす
くするため

お店は、たくさんの人にお買い物をしてもらうために、車で来やすいように駐車場を整えた
り、入り口に旬の品物を並べて季節感を出したりして、お客さんが買い物を楽しみやすくす
る工夫をしています。

問14 答え 2
市の青果市場

青果市場は、全国各地から集められた野菜や果物を、一度にたくさん仕入れるための拠点で
す。ここで仕入れられた野菜が、その後スーパーマーケットなどの店に運ばれていきます。

問15 答え 3
包装する

製品を袋や箱に入れる「包装」は、出来上がった製品が汚れたり傷んだりしないように守る
ために行われます。この作業を終えることで、製品は出荷できる状態となります。

問16 答え 1
仕入れ

お店の仕事の一つである「仕入れ」は、商品を業者から買い入れることを指します。ただ商
品を運ぶだけでなく、どの商品がよく売れているかを調べて、必要な分だけを準備すること
が大切です。

問17 答え 1
新しい製品の原料にして、資源を有効につかう
ため

リサイクルを行う一番の目的は、限りある資源をむだにせず、新しい製品に作り変えて有効
に使うことです。これにより、捨てるごみの量を減らすことができます。


